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一　

は
じ
め
に

　

安
芸
国
一
宮
で
あ
る
厳
島
神
社
は
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
頃
に

現
在
の
原
型
と
な
る
社
殿
が
整
え
ら
れ
た
。「
伊
都
岐
島
社
神
主
佐
伯

景
弘
解（

１
）」
に
は
、
当
時
の
社
殿
が
規
模
と
と
も
に
列
記
さ
れ
、
現
在
の

厳
島
神
社
に
相
当
す
る
「
本
宮
分
」
と
し
て
、
三
十
七
棟
も
の
社
殿
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
は
「
小
社
」
す
な
わ

ち
神
社
に
付
属
す
る
小
さ
な
社
（
現
在
の
摂
社
に
相
当
）
が
三
社
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
「
瀧
宮
」「
大
伴
」「
江
比
須
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

仁
安
造
営
の
後
、建
永
二
年（
一
二
〇
七
）と
貞
応
二
年（
一
二
二
三
）

の
二
度
の
焼
失
を
経
て
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
に
遷
宮
が
行
わ
れ

た（
２
）。
そ
の
仁
治
度
再
建
に
あ
た
り
、
各
社
殿
に
必
要
な
材
木
を
計
上
し

た
の
が
暦
仁
二
年
（
一
二
三
九
）
の
「
伊
都
岐
島
社
未
造
分
屋
材
木
等

注
進
状（

３
）」（
以
下
、「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
本
稿
に

仁
治
度
厳
島
神
社
今
社
拝
殿
の
復
元
考
察

山
　
　
口
　
　
佳
　
　
巳

て
採
り
上
げ
る
「
今
社
」
は
、
そ
の
「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
の
み
名

前
が
見
ら
れ
る
小
社
で
あ
る
が
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
ま
で
に
創

建
さ
れ
た
山
王
社（

４
）に
相
当
し
、
先
に
挙
げ
た
大
伴
社
と
と
も
に
三
翁
神

社
の
一
殿
と
し
て
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

５
）。
ま
た
、

今
社
拝
殿
は
山
王
社
拝
殿
に
相
当
し
、
仁
安
度
に
お
け
る
大
伴
社
拝
殿

の
後
身
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る（

６
）。

　

本
稿
で
は
、「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
を
主
た
る
史
料
と
し
て
今
社
拝

殿
の
復
元
考
察
を
行
い
、
そ
の
構
造
形
式
や
建
築
的
特
色
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
今
社
は
、「
五
間
一
面
」
と
い
う
大
き
な
拝
殿
に
鳥
居
二
基
、

釘
貫
三
十
丈
を
伴
う（

７
）、
小
社
の
中
で
も
格
式
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
仁

治
度
今
社
拝
殿
を
復
元
す
る
こ
と
は
、
厳
島
神
社
に
お
け
る
仁
治
度
社

殿
の
様
相
を
解
明
す
る
の
み
な
ら
ず
、
現
存
遺
構
の
限
ら
れ
た
鎌
倉
時

代
前
期
の
神
社
建
築
を
考
究
す
る
上
で
も
重
要
な
一
助
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

＝ 
研
究
ノ
ー
ト 

＝
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〔
長
一
丈
二
尺
五
寸
、弘
一
尺
一
寸
、厚
八
分
〕

『
九
十
九
人
』　　

上
葺
榑
千
五
百
寸

『
百
五
十
人
』　　

足
固
下
料
五
十
支
〔
長
二
丈
、
五
六
〕

『
百
十
二
人
』　　

板
敷
板
三
十
枚
〔
三
寸
半
、
長
二
丈
二
尺
〕

『
七
十
二
人
』　　

長
押
廿
六
支
〔
長
二
丈
二
尺
、
方
五
寸
〕

『
十
人
』　　
　
　

柱
貫
廿
支
〔
長
八
尺
、
方
四
寸
〕

『
三
十
人
』　　
　

瓦
木
二
支

　
　
　
　
　
　
　
〔
長
二
丈
三
尺
、
弘
九
寸
、
厚
八
寸
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
小
材
木
五
百
二
十
支　

榑
千
五
百
寸

　
　
　
　
　
『
准
人
夫
七
百
六
十
人
』

（
中
略
）

　
　
　
　

右
、
太
略
注
進
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
『
暦
仁
二
』（
嘉
禎
五
を
抹
消
）
年
正
月　

日

　
「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
建
築
用
材
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
か
ら
各
材
に
継
手
仕
口
を
施
し
、
表
面
を
削
っ
て
仕
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
角
材
の
幅
や
成
、
丸
材
の
直
径
は
五
分

ず
つ
削
っ
て
成
形
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
ま
た
、板
材
に
関
し
て
は
、

幅
は
使
用
部
位
に
応
じ
て
不
要
な
部
分
を
削
り
、
厚
み
は
五
分
削
る
も

の
と
し
た
い
。
長
さ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
分
を
残
し
て
、

切
除
し
た
も
の
と
考
え
る（

８
）。

（
二
）
仁
治
度
今
社
拝
殿
の
概
要

　

ま
ず
、
材
木
注
文
に
よ
り
復
元
さ
れ
る
仁
治
度
今
社
拝
殿
の
概
要
に

二　

仁
治
度
今
社
拝
殿
の
復
元

（
一
）
復
元
史
料

　

以
下
に
、「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
か
ら
今
社
拝
殿
部
分
を
抜
粋
し
て

お
く
。
な
お
、
引
用
文
献
中
、『　

』
内
は
朱
筆
、〔　

〕
内
は
割
註
を

示
す
。

「
暦
仁
材
木
注
進
状
」

一　

今
社
拝
殿
一
宇　

五
間
一
面
、
板
葺

『
三
十
六
人
』　　

柱
十
八
本
〔
長
二
丈
二
尺
、
弘
六
寸
、
厚
五
寸
〕

『
十
二
人
』　　
　

梁
六
支
〔
長
一
丈
八
尺
、
方
六
寸
〕

『
三
十
人
』　　
　

桁
棟
十
支
〔
長
二
丈
二
尺
、
方
五
寸
〕

『
十
人
』　　
　
　

肱
木
廿
支
〔
長
五
尺
、
方
五
寸
〕

『
二
人
』　　
　
　

鴨
居
二
支
〔
長
一
丈
、
弘
六
寸
、
厚
五
寸
〕

『
二
人
』　　
　
　

宇
立
六
支
〔
長
三
尺
、
弘
七
寸
、
厚
三
寸
〕

『
十
二
人
』　　
　

猪
子
差
十
二
支
〔
長
七
尺
、
弘
六
寸
、
厚
三
寸
〕

『
二
人
』　　
　
　

斗
料
木
一
支
〔
長
七
尺
、
方
八
寸
〕

『
五
十
人
』　　
　

垂
木
五
十
支

　
　
　
　
　
　
　
〔
長
一
丈
三
尺
、
四
五
、
曽
利
二
寸
〕

『
十
三
人
』　　
　

母
屋
垂
木
廿
五
支
〔
長
八
尺
、
四
五
〕

『
廿
五
人
』　　
　

木
舞
五
十
支
〔
長
一
丈
七
尺
、
二
三
寸
〕

『
四
十
八
人
』　　

破
風
開
板
料
三
寸
半
板
十
二
枚〔
長
二
丈
二
尺
〕

『
九
十
人
』　　
　

裏
板
百
八
十
枚
内

　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
枚
〔
長
九
尺
、
弘
一
尺
一
寸
、
厚
八
分
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

百
廿
枚
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度
楽
屋
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
桁
行
方
向
に
用
い
る

材
と
し
て
、「
桁
棟
」
と
瓦
木
が
あ
る
。
楽
屋
に
は
、
一
列
に
「
長
二

丈
二
尺
」
の
「
桁
棟
」
三
支
、「
長
二
丈
四
尺
」
の
瓦
木
二
支
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
今
社
拝
殿
に
は
、
一
列
に
「
長
二
丈
二
尺
」

の
「
桁
棟
」
二
支
半
、「
長
二
丈
三
尺
」
の
瓦
木
二
支
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
の
材
木
も
、
一
列
に
換
算
す
る
と
今
社
の
方
が
短
く
な

り
、
桁
行
柱
間
一
間
は
楽
屋
の
六
尺
五
寸
よ
り
も
狭
い
も
の
と
考
え
て

よ
い
。

　

楽
屋
に
お
い
て
、
瓦
木
は
一
支
を
二
丈
二
尺
七
寸
と
し
、
材
木
を
一

尺
三
寸
切
除
す
る（

９
）も
の
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
倣
い
、
今
社
拝
殿
の
瓦
木

を
一
尺
三
寸
切
除
す
る
と
、
一
支
は
二
丈
一
尺
七
寸
、
全
長
は
四
丈
三

尺
四
寸
と
な
る
。
螻
羽
の
出
等
を
控
除
す
る
と
、
桁
行
柱
間
は
六
尺
一

寸
二
分（

（1
（

と
な
り
、
端
数
を
調
整
す
る
と
六
尺
と
さ
れ
る
。

　

次
に
、
梁
間
寸
法
を
求
め
た
い
。
楽
屋
は
、「
長
一
丈
七
尺
」
の
身

舎
梁
に
対
し
て
、身
舎
梁
間
を
一
丈
三
尺
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

今
社
拝
殿
は
、計
上
さ
れ
た
身
舎
梁
が
「
長
一
丈
八
尺
」
で
あ
る
の
で
、

楽
屋
よ
り
も
広
い
柱
間
寸
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
化
粧
垂
木
の

長
さ
と
勾
配
に
よ
り
、身
舎
梁
間
は
一
丈
四
尺
と
算
定
さ
れ
る（

（1
（

。
一
方
、

繋
梁
は
仁
治
度
楽
屋
と
同
長
で
あ
る
の
で
、
庇
梁
間
は
楽
屋
と
同
じ
く

七
尺
五
寸
間
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
桁
行
柱
間
は
六
尺
、
梁
間
は
身
舎
を
一
丈
四
尺
、
庇

を
七
尺
五
寸
と
し
て
、
復
元
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

【
軸
部
】

柱　

柱
十
八
本
〔
長
二
丈
二
尺
、
弘
六
寸
、
厚
五
寸
〕

つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　
「
五
間
一
面
」
で
、
十
八
本
の
柱
が
注
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

桁
行
五
間
・
梁
間
一
間
（
棟
通
り
の
柱
列
は
省
略
）
の
身
舎
に
一
間
通

り
の
庇
を
付
し
た
平
面
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
。
板
敷
と
し
、「
板

敷
板
」（
床
板
）
は
、「
足
固
下
料
」（
大
引
・
根
太
）
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
。
身
舎
廻
り
及
び
庇
廻
り
は「
長
押
」に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
る
。

組
物
は
「
肱
木
」（
舟
肘
木
）
と
し
、身
舎
梁
上
は
「
宇
立
」（
扠
首
束
）

と
「
猪
子
差
」（
扠
首
竿
）
よ
り
成
る
豕
扠
首
を
置
く
。
天
井
の
用
材

は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
天
井
を
張
ら
ず
に
垂
木
を
見
せ
る
化
粧

屋
根
裏
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
板
葺
と
し
、頂
部
に
は
「
瓦
木
」

（
木
製
の
大
棟
）
を
載
せ
る
。
建
具
や
板
壁
の
注
文
は
な
く
、
柱
間
は

す
べ
て
開
放
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
復
元
の
詳
細

　

以
下
に
、
平
面
寸
法
及
び
各
部
材
の
寸
法
に
関
し
て
詳
し
く
考
察
し

て
い
き
た
い
。

【
平
面
】

　
「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
「
今
社
拝
殿
一
宇
、五
間
一
面
」
と
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
十
八
本
の
柱
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
五

間
一
面
」
は
桁
行
五
間
・
梁
間
一
間
の
身
舎
の
平
側
一
面
に
一
間
通
り

の
庇
を
付
し
た
平
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
正
面
及
び
背
面
の
い
ず

れ
に
庇
を
付
す
か
は
判
然
と
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
標
準
的
に
正
面

に
付
す
も
の
と
し
て
お
く
。

　

柱
間
寸
法
に
つ
い
て
は
、
今
社
拝
殿
と
同
じ
五
間
一
面
と
す
る
仁
治
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さ
れ
た
員
数
に
合
致
す
る
。
身
舎
梁
間
が
一
丈
四
尺
で
あ
り
、
身
舎
梁

の
端
（
梁
尻
）
を
柱
真
か
ら
一
尺
外
に
出
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

身
舎
梁
の
長
さ
は
一
丈
六
尺
と
な
り
、
材
木
を
二
尺
切
り
縮
め
る
こ
と

と
な
る
。
断
面
は
幅
・
成
と
も
に
五
寸
五
分
と
さ
れ
る
。

　

繋
梁
は
二
支
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庇
の
両
端
に
の
み
配
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
る
。
庇
柱
上
で
は
、
身
舎
梁
と
同
様
に
柱
真
か
ら
梁
尻
を
一
尺

外
に
出
し
、
身
舎
柱
に
対
し
て
は
端
部
を
大
入
れ
と
す
る（

（1
（

こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
繋
梁
の
総
長
は
八
尺
五
寸
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
材
木

を
一
尺
五
寸
切
除
し
て
使
う
と
考
え
ら
れ
る
。
断
面
は
、幅
四
寸
五
分
・

成
五
寸
五
分
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
身
舎
梁
と
繋
梁
は
、
虹
梁
と
す
る
に
は
細
い
材
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
陸
梁
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

桁
・
棟
木　

桁
棟
十
支
〔
長
二
丈
二
尺
、
方
五
寸
〕

　
「
桁
棟
」
は
、
身
舎
と
庇
の
軒
桁
、
身
舎
・
庇
境
の
桁
及
び
化
粧
棟

木
の
四
列
に
使
う
材
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
十
支
が
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
列
に
つ
き
二
支
半
を
使
う
も
の
と
さ
れ
る
。

　

桁
行
柱
間
の
全
長
は
三
丈
で
あ
る
。
ま
た
、
詳
し
く
は
化
粧
垂
木
の

項
で
述
べ
る
が
、
螻
羽
の
出
は
垂
木
三
支
分
（
四
尺
）
で
あ
り
、
側
柱

真
か
ら
破
風
板
の
内
面
ま
で
の
長
さ
は
三
尺
九
寸
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、「
桁
棟
」
の
総
長
は
三
丈
七
尺
八
寸
と
な
る
。
一
列
当
た
り
材
木

二
支
半
分
、
す
な
わ
ち
都
合
五
丈
五
尺
を
使
い
、
継
手
は
一
尺
程
度
の

腰
掛
鎌
継
が
想
定
さ
れ
る
。
半
支
を
中
央
部
に
使
う
と
す
る
と
、「
長

二
丈
二
尺
」
の
材
に
つ
い
て
は
六
尺
三
寸
八
分
切
除
し
、
半
支
と
し
て

用
い
る
材
は
二
尺
四
寸
四
分
切
除
す
る
も
の
と
算
定
さ
れ
る
。

　

十
八
本
の
柱
が
注
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
間
一
面
は
桁
行
五

間
・
梁
間
二
間
と
決
定
で
き
た
。
内
法
高
は
、
付
属
社
殿
と
し
て
最
低

必
要
な
六
尺
と
す
る（

（1
（

。廻
縁
や
階
段
等
の
材
木
は
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、

設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
床
高
と
し
て
は
一
尺

五
寸
程
度
が
想
定
さ
れ
、
無
目
鴨
居
・
内
法
長
押
の
成
、
内
法
長
押
・

軒
桁
間
の
内
法
を
考
慮
す
る
と
、
庇
柱
の
長
さ
は
八
尺
八
寸
五
分（

（1
（

、
仕

口（
（1
（

を
含
め
た
実
長
は
九
尺
三
寸
と
な
る
。

　

一
方
、
庇
の
垂
木
勾
配
を
楽
屋
と
同
様
の
二
寸
五
分
と
す
る
と
、
身

舎
柱
は
一
丈
七
寸
二
分
五
厘
、
仕
口（

（1
（

を
含
め
た
実
長
は
一
丈
一
尺
一
寸

七
分
五
厘
と
算
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
計
上
さ
れ
た
柱
は
「
長
二
丈
二
尺
」
で
あ
り
、
算
定
さ
れ

る
柱
よ
り
も
著
し
く
長
い
。
こ
れ
は
、
陸
上
に
存
在
す
る
他
の
社
殿
と

比
較
し
て
も
、
一
丈
近
く
長
い（

（1
（

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
な
構
造

形
式
に
つ
い
て
も
、
他
の
社
殿
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
「
長
二
丈
二
尺
」
は
「
長
一
丈
二
尺
」
の
誤
記
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。

　

太
さ
は
、「
弘
六
寸
、
厚
五
寸
」
で
あ
り
、
表
面
に
仕
上
げ
削
り
を

施
す
と
五
寸
五
分
に
四
寸
五
分
の
五
平
の
角
柱
と
な
る
。
身
舎
梁
は
五

寸
五
分
角
、
舟
肘
木
及
び
桁
は
四
寸
五
分
角
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

柱
か
ら
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、
長
辺
を
平
側
と
し
て
柱
を
立
て
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

梁
・
繋
梁　

梁
六
支
〔
長
一
丈
八
尺
、
方
六
寸
〕

　
　
　
　
　

鴨
居
二
支
〔
長
一
丈
、
弘
六
寸
、
厚
五
寸
〕

　

桁
行
五
間
の
建
築
で
あ
る
の
で
身
舎
梁
は
六
支
必
要
で
あ
り
、
計
上
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桁
行
方
向
に
お
い
て
、
一
間
（
六
尺
）
に
つ
き
計
上
さ
れ
た
無
目
鴨

居
を
一
支
使
う
。
ま
た
、
梁
間
に
お
い
て
、
庇
柱
間
（
七
尺
五
寸
）
に

は
一
支
を
使
え
ば
よ
い
が
、
身
舎
柱
間
（
一
丈
四
尺
）
に
は
長
さ
が
足

り
な
い
。
こ
れ
は
、
妻
面
の
身
舎
中
央
柱
を
省
略
し
た
こ
と
に
よ
る
間

違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
身
舎
梁
間
を
省
く
と
、
身
舎
で
は
十
支
、
庇
で
は
七

支
の
都
合
十
七
支
必
要
と
な
る
。
実
際
の
員
数
と
差
異
が
生
じ
て
い
る

の
は
、
先
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

桁
行
柱
間
で
は
、
材
木
を
柱
間
の
内
法
の
五
尺
四
寸
五
分
（
柱
真
々

間
の
六
尺
よ
り
柱
幅
五
寸
五
分
を
減
じ
た
寸
法
）
と
し
て
使
い
、
柱
に

遣
返
で
嵌
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
仕
口
分
と
し
て
想
定

さ
れ
る
一
寸
五
分
程
を
加
え
て
、
総
長
は
五
尺
六
寸
程
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、二
尺
四
寸
程
を
切
除
し
て
使
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

庇
梁
間
で
も
同
様
に
す
る
（
柱
真
々
間
の
七
尺
五
寸
よ
り
柱
幅
四
寸
五

分
を
減
じ
る
）
と
、
材
木
を
七
尺
五
分
と
し
て
使
い
、
仕
口
分
を
控
除

し
て
八
寸
程
切
除
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

太
さ
は
、
幅
・
成
と
も
に
三
寸
五
分
と
さ
れ
る
。
身
舎
梁
間
に
も
本

来
は
同
様
の
材
が
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

【
妻
飾
等
】

豕
扠
首　

宇
立
六
支
〔
長
三
尺
、
弘
七
寸
、
厚
三
寸
〕

　
　
　
　

猪
子
差
十
二
支
〔
長
七
尺
、
弘
六
寸
、
厚
三
寸
〕

　
「
宇
立
」
す
な
わ
ち
扠
首
束
六
支
に
対
し
て
、「
猪
子
差
」
す
な
わ
ち

扠
首
竿
が
十
二
支
で
あ
る
の
で
、
六
支
あ
る
身
舎
梁
上
に
豕
扠
首
が
一

組
ず
つ
配
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

太
さ
は
、
四
寸
五
分
角
と
さ
れ
る（

（1
（

。

腰
長
押
・
内
法
長
押　

長
押
廿
六
支
〔
長
二
丈
二
尺
、
方
五
寸
〕

　

計
上
さ
れ
た
長
押
は
、
腰
長
押
と
内
法
長
押
に
使
用
す
る
も
の
と
し

て
よ
い
。
桁
行
方
向
で
は
、
三
間
（
一
丈
八
尺
）
に
つ
き
一
支
の
長
押

を
打
ち
、残
る
二
間
（
一
丈
二
尺
）
に
も
一
支
の
長
押
を
使
う（

（1
（

。
ま
た
、

梁
間
方
向
で
は
、
身
舎
柱
間
（
一
丈
四
尺
）
に
一
支
、
庇
柱
間
（
七
尺

五
寸
）
に
は
半
支
の
長
押
を
使
う
。

　

ま
ず
、
腰
長
押
は
身
舎
と
庇
を
合
わ
せ
た
四
周
に
廻
ら
せ
る
の
で
、

桁
行
方
向
に
四
支
、
梁
間
方
向
に
三
支
、
都
合
七
支
を
使
う
。
身
舎
廻

り
の
内
法
長
押
は
、
柱
を
内
外
か
ら
挟
む
の
で
桁
行
方
向
に
八
支
、
梁

間
方
向
に
四
支
、
都
合
十
二
支
を
使
う
。
身
舎
・
庇
境
の
入
側
柱
筋
に

は
す
で
に
身
舎
廻
り
に
お
い
て
内
法
長
押
を
計
上
し
た
の
で
、
庇
で
は

そ
の
一
面
を
除
く
三
面
に
内
法
長
押
を
廻
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
も
、
柱
を
内
外
か
ら
挟
む
の
で
、
桁
行
方
向
に
四
支
、
梁
間
方
向
に

二
支
、
都
合
六
支
を
使
う
。
以
上
に
挙
げ
た
腰
長
押
及
び
内
法
長
押
の

総
計
は
二
十
五
支
と
な
る
。
注
文
よ
り
も
一
支
少
な
い
が
、
予
備
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
目
違
い
で
継
ぐ
の
で
五
分
程
の
枘
を
作
り
出

す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

太
さ
は
、
幅
・
成
と
も
に
四
寸
五
分
と
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
多
く

の
長
押
断
面
と
同
様
に
、
正
角
材
を
削
り
ほ
ぼ
台
形
断
面
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

無
目
鴨
居　

柱
貫
廿
支
〔
長
八
尺
、
方
四
寸
〕

　

今
社
拝
殿
に
は
、
一
切
の
壁
及
び
建
具
は
な
い
の
で
、
す
べ
て
の
内

法
長
押
下
端
に
無
目
鴨
居
が
必
要
で
あ
る
。
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り
、材
木
を
一
寸
一
分
程
切
除
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、「
垂
木
」
は
、

身
舎
に
使
う
場
合
に
は
一
丈
二
尺
四
寸
七
分
程
、
庇
に
使
う
場
合
に
は

一
丈
一
尺
八
寸
程
と
さ
れ
、
継
手
を
控
除
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
五
寸
二

分
程
、
一
尺
四
分
程
を
切
除
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

太
さ
は
、
い
ず
れ
も
幅
三
寸
五
分
・
成
四
寸
五
分
と
さ
れ
る
。
軒
先

に
は
二
寸
の
反
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。

木
舞　

木
舞
五
十
支
〔
長
一
丈
七
尺
、
二
三
寸
〕

　

木
舞
は
、「
桁
棟
」
と
同
様
の
長
さ
が
必
要
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
桁
行
方
向
の
螻
羽
を
含
め
た
総
長
は
三
丈
七
尺
八
寸
で
あ
り
、

計
上
さ
れ
た
木
舞
が
一
列
に
つ
き
二
支
半
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

五
十
支
で
は
二
十
列
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
木
舞
の
間
隔
は
ほ
ぼ
均
等

と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
十
列
を
配
分
す
る
と
、
身
舎
正
面
と
庇
の

流
れ
に
十
二
列
、
身
舎
背
面
の
流
れ
に
八
列
が
打
た
れ
る
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、
茅
負
の
材
木
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
木
舞
で

代
用
し
た
可
能
性
が
あ
る（

（2
（

。

　

一
列
の
総
長
三
丈
七
尺
八
寸
を
、
木
舞
二
支
と
半
支
を
繋
い
だ
都
合

四
丈
二
尺
五
寸
か
ら
取
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
半
支
を
中
央

部
に
配
す
場
合
、「
長
一
丈
七
尺
」
を
一
丈
五
尺
一
寸
二
分
、
半
支
を

七
尺
五
寸
六
分
と
し
て
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
一
尺
八
寸
八
分
、
九
寸
四
分

切
除
す
る
も
の
と
算
定
さ
れ
る
。

　

太
さ
は
、
幅
二
寸
五
分
・
成
一
寸
五
分
と
さ
れ
る
。

垂
木
裏
板　

裏
板
百
八
十
枚
内　

六
十
枚

　
　
　
　
　
〔
長
九
尺
、
弘
一
尺
一
寸
、
厚
八
分
〕

　
　
　
　
　

百
廿
枚
〔
長
一
丈
二
尺
五
寸
、
弘
一
尺
一
寸
、
厚
八
分
〕

　

垂
木
勾
配
を
仁
治
度
楽
屋
と
同
様
の
四
寸
二
分
と
す
る
と
、
身
舎

梁
・
化
粧
棟
木
間
の
内
法
は
二
尺
六
寸
五
分
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
扠

首
束
は
一
尺
八
寸
程
と
な
る
。
上
下
と
も
枘
を
作
り
出
す
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
上
の
枘
は
四
寸
四
分
程
、
下
の
枘
は
一
寸
五
分
程
と
想
定
さ
れ

る
の
で
、
扠
首
束
の
総
長
は
二
尺
三
寸
九
分
程
と
な
り
、
材
木
を
六
寸

一
分
程
切
除
し
て
使
う
も
の
と
算
定
さ
れ
る
。
一
方
、
扠
首
竿
は
長
さ

が
五
尺
四
寸
程
と
な
り
、扠
首
束
と
同
様
の
枘
を
下
に
作
り
出
す
の
で
、

総
長
は
五
尺
七
寸
六
分
程
と
さ
れ
、
材
木
を
一
尺
二
寸
四
分
程
切
除
し

て
使
う
こ
と
に
な
る
。

　

幅
は
仕
上
げ
に
五
分
削
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
扠
首
束
に
つ
い
て

は
幅
六
寸
五
分
・
厚
二
寸
五
分
、
扠
首
竿
に
つ
い
て
は
幅
五
寸
五
分
・

厚
二
寸
五
分
と
さ
れ
る
。

化
粧
垂
木　

垂
木
五
十
支
〔
長
一
丈
三
尺
、
四
五
、
曽
利
二
寸
〕

　
　
　
　
　

母
屋
垂
木
廿
五
支
〔
長
八
尺
、
四
五
〕

　

他
の
社
殿
と
同
様
に
、化
粧
垂
木
と
し
て
「
垂
木
」
と
「
母
屋
垂
木
」

の
二
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
計
上
さ
れ
た
員
数
に
よ
り
、
桁
行
方
向

に
一
列
二
十
五
支
ず
つ
を
配
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
一
間

を
四
支
割
と
す
る
疎
垂
木
と
な
る
。
疎
垂
木
で
あ
る
の
で
柱
真
打
ち
と

し
て
、
桁
行
柱
間
五
間
に
隅
柱
上
の
垂
木
も
加
え
て
二
十
一
支
、
残
り

四
支
が
螻
羽
分
で
左
右
の
軒
に
二
支
ず
つ
、
す
な
わ
ち
破
風
板
ま
で
の

螻
羽
の
出
は
三
支
分
と
な
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
化
粧
垂
木
の
勾
配
は
仁
治
度
楽
屋
と
同
様
と
し

た
。
し
た
が
っ
て
、「
母
屋
垂
木
」
は
七
尺
五
寸
九
分
程
と
さ
れ
、
上

下
に
継
手
を
作
り
出
す
た
め
、
総
長
は
お
よ
そ
七
尺
八
寸
九
分
程
と
な
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が
見
ら
れ
る
。「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
の
場
合
、「
料
」
と
あ
る
も
の
は

そ
れ
を
分
割
し
て
二
支
（
枚
）
以
上
に
加
工
し
た
り
、
あ
る
い
は
複
数

を
接
い
だ
り
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
今
社
拝
殿
に
お
い
て

も
、
同
様
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

【
床
】

大
引
・
根
太　

足
固
下
料
五
十
支
〔
長
二
丈
、
五
六
〕

　
「
足
固
下
料
」
は
、
他
の
社
殿
に
お
け
る
「
足
固
下
桁
」
と
同
一
と

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、足
固
貫
の
幅
が
柱
の
幅
を
超
え
る
た
め
、

足
固
貫
を
配
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、今
社
拝
殿
の
床
は
、

大
引
と
根
太
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

大
引
と
し
て
は
、
身
舎
と
庇
に
一
支
ず
つ
、
都
合
十
二
支
を
使
う
。

ま
た
、
根
太
と
し
て
、
桁
行
方
向
に
は
二
支
を
繋
い
で
使
う
も
の
と
考

え
ら
れ
、身
舎
に
十
一
列
、庇
に
六
列
は
根
太
を
配
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

床
下
の
材
木
で
あ
る
の
で
、
仕
上
げ
削
り
を
せ
ず
そ
の
ま
ま
使
う
こ

と
に
し
、
幅
五
寸
・
成
六
寸
と
さ
れ
る（

（2
（

。

床
板　

板
敷
板
三
十
枚
〔
三
寸
半
、
長
二
丈
二
尺
〕

　

床
板
と
し
て
、
計
上
さ
れ
た
の
は
「
長
二
丈
二
尺
」
で
あ
り
、
梁
間

方
向
に
身
舎
と
庇
を
通
し
て
一
枚
ず
つ
敷
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
注
文
さ
れ
た
長
さ
を
二
丈
一
尺
五
寸
と
し
、
五
寸
切
除
し

て
使
う
も
の
と
さ
れ
る
。
幅
の
総
計
は
三
丈
で
あ
る
の
で
、
一
枚
は
一

尺
と
さ
れ
る
。「
三
寸
半
」
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

　

厚
み
は
、
他
の
社
殿
を
参
照
し
て
、
一
寸
五
分
と
し
て
お
く
。

【
組
物
】

斗　

斗
料
木
一
支
〔
長
七
尺
、
方
八
寸
〕

　

天
井
の
材
木
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
裏
板
」
は
垂
木
裏
板

を
示
す
も
の
と
し
て
よ
い
。
長
さ
の
異
な
る
二
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
化
粧
垂
木
の
長
さ
を
参
照
す
れ
ば
、「
長
一
丈
二
尺
五
寸
」
の
垂

木
裏
板
が
「
垂
木
」
に
載
り
、「
長
九
尺
」
の
垂
木
裏
板
が
「
母
屋
垂
木
」

に
載
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

正
面
の
流
れ
に
お
い
て
、
身
舎
で
は
長
さ
を
七
尺
八
寸
一
分
程
、
庇

で
は
一
丈
一
尺
七
寸
程
と
し
て
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
一
尺
一
寸
九
分
程
、

八
寸
程
切
除
し
て
使
う
こ
と
に
な
る
。
背
面
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
長

さ
を
一
丈
二
尺
程
と
し
、
五
寸
程
切
除
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　

垂
木
裏
板
の
幅
も
、「
桁
棟
」
と
同
様
に
総
計
三
丈
七
尺
八
寸
が
必

要
で
あ
る
。
六
十
枚
の
垂
木
裏
板
を
並
べ
る
の
で
、
一
枚
の
幅
は
六
寸

三
分
と
さ
れ
、
継
目
を
相
决
と
す
る
の
で
幅
六
寸
八
分
程
が
必
要
と
な

り
、
切
除
す
る
分
は
四
寸
二
分
程
度
で
あ
る
。
厚
み
に
関
し
て
は
、
五

分
の
仕
上
げ
削
り
を
施
す
と
三
分
と
な
り
、
材
木
が
元
の
半
分
以
下
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
こ
で
は
例
外
的
に
四
分
と
し
て
お
く
。

破
風
板　

破
風
開
板
料
三
寸
半
板
十
二
枚
〔
長
二
丈
二
尺
〕

　
「
破
風
開
板
」
は
、
破
風
板
を
示
す
も
の
と
し
て
よ
い
。
但
し
、「
暦

仁
材
木
注
進
状
」
に
お
い
て
「
破
風
開
板
」
と
す
る
も
の（

（2
（

は
、
他
に
朝

座
侍
屋（

（2
（

を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

　

朝
座
侍
屋
は
、
切
妻
造
で
あ
り
、
破
風
板
は
片
流
れ
に
一
枚
ず
つ
、

四
枚
あ
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、「
破
風
開
板
料
七
枚
〔
已
三
寸
半
板
也
〕」

と
あ
り
、
必
要
な
員
数
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
破
風
板
以
外
で
も
、「
暦

仁
材
木
注
進
状
」
に
は
、
廻
廊
の
「
高
欄
料
木（

（2
（

」
や
粥
座
屋
の
「
斗
料

木（
（2
（

」
な
ど
、
部
材
名
称
に
「
料
」
も
し
く
は
「
料
木
」
を
付
し
た
も
の
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葺
板　

上
葺
榑
千
五
百
寸

　
「
上
葺
榑
」
は
、
上
葺
の
た
め
の
薄
い
板
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
板

葺
の
中
で
も
杮
葺
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
枚
ず
つ
の
厚
み
は

一
定
で
は
な
く
、
厚
み
を
合
計
す
る
と
「
千
五
百
寸
」
に
な
る
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。

　

野
屋
根
の
材
は
注
文
さ
れ
て
お
ら
ず
、
垂
木
裏
板
上
に
直
に
こ
の
板

を
葺
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

瓦
木　

瓦
木
二
支
〔
長
二
丈
三
尺
、
弘
九
寸
、
厚
八
寸
〕

　

前
述
し
た
よ
う
に
、瓦
木
は
仁
治
度
楽
屋
に
倣
い
一
尺
三
寸
切
除
し
、

一
支
を
二
尺
一
寸
七
分
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
太
さ
に
つ
い
て
は
、
幅

七
寸
五
分
・
成
八
寸
五
分
と
さ
れ
る
。

（
四
）
仁
治
度
今
社
拝
殿
の
形
式

　

以
上
の
考
察
結
果
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
仁
治
度
今
社
拝
殿
の
形
式
を

改
め
て
述
べ
て
お
く
（
図
１
～
図
６
）。

　

桁
行
五
間
（
柱
間
六
尺
）・
梁
間
一
間
（
柱
間
一
丈
四
尺
）
の
身
舎

の
平
側
一
面
に
一
間
（
柱
間
七
尺
五
寸
）
通
り
の
庇
を
付
け
る
。
礎
石

建
と
し
、
面
取
し
た
五
平
の
柱
を
据
え
る
。
梁
間
方
向
に
大
引
、
桁
行

方
向
に
根
太
を
配
す
る
。
床
板
は
腰
長
押
と
同
高
に
な
る
よ
う
、
根
太

上
に
載
せ
る
。
身
舎
廻
り
と
庇
の
身
舎
・
庇
境
を
除
く
三
面
に
内
法
長

押
を
打
ち
、
そ
の
下
端
は
無
目
鴨
居
で
隠
す
。
す
べ
て
の
柱
上
に
は
舟

肘
木
を
置
く
。
梁
は
舟
肘
木
と
桁
の
間
に
通
す
。
身
舎
梁
上
は
す
べ
て

豕
扠
首
と
し
、
豕
扠
首
上
に
は
、
斗
及
び
化
粧
棟
木
を
載
せ
る
。
一
軒

疎
垂
木
と
し
、
軒
先
に
は
反
り
を
付
け
る
。
化
粧
垂
木
上
に
は
、
木
舞

　

斗
と
し
て
「
長
七
尺
」
の
材
木
一
支
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

分
割
し
て
使
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
斗
は
、柱
上
に
載
せ
る
大
斗
か
、

も
し
く
は
豕
扠
首
上
に
載
せ
る
斗
の
い
ず
れ
か
が
想
定
さ
れ
る
。
大
斗

と
す
る
と
、
身
舎
の
み
で
も
十
二
本
の
柱
上
に
す
べ
て
用
い
る
こ
と
に

な
る
。「
長
六
尺
」
の
材
木
を
十
二
等
分
す
る
と
、
最
大
で
も
木
口
側

の
斗
幅
八
寸
・
平
側
の
斗
幅
五
寸
八
分
の
薄
く
小
さ
な
大
斗
に
し
か
な

ら
ず
不
適
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
豕
扠
首
上
に
載
る
斗
六
個
分
の

材
木
と
考
え
ら
れ
る
。

　

豕
扠
首
上
に
載
る
斗
で
あ
る
な
ら
ば
、
木
口
側
（
桁
行
方
向
）
の
斗

尻
幅
は
豕
扠
首
の
厚
み
と
同
じ
二
寸
五
分
と
決
ま
る
の
で
、
斗
幅
も
そ

れ
に
合
わ
せ
て
四
寸
二
分
程
と
し
て
よ
い
。
ま
た
、平
側
（
梁
間
方
向
）

は
豕
扠
首
の
幅
を
考
慮
し
て
、
斗
幅
一
尺
二
分
・
斗
尻
幅
七
寸
一
分
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
斗
の
成
は
、
斗
幅
か
ら
六
寸
二
分
程
が
想
定
さ

れ
る
。
い
ず
れ
も
、
材
木
か
ら
十
分
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

舟
肘
木　

肱
木
廿
支
〔
長
五
尺
、
方
五
寸
〕

　
「
肱
木
」
二
十
支
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
柱
上
に
舟
肘
木

を
配
す
こ
と
が
で
き
る
。
柱
は
全
部
で
十
八
本
で
あ
り
、
計
上
さ
れ
た

舟
肘
木
が
二
支
余
る
。
こ
れ
は
、
身
舎
中
央
柱
を
省
略
し
た
こ
と
に
よ

る
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

舟
肘
木
の
長
さ
は
、
柱
間
と
の
比
率
に
よ
り
三
尺
一
寸
と
し
、
一
尺

九
寸
切
除
し
て
使
う
こ
と
に
し
た
。
太
さ
は
、
中
央
部
分
で
四
寸
五
分

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
柱
上
の
舟
肘
木
は
、
柱
と
同
じ
幅
の
一
寸
二
分
五

厘
の
面
を
取
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
屋
根
】
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図１　今社拝殿復元平面図

図２　今社拝殿復元梁間断面図
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図３　今社拝殿復元桁行断面図

図４　今社拝殿復元正面立面図

図５　今社拝殿復元側面立面図
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図６　建築部材名称（「　」内は「暦仁材木注進状」による）
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も
足
固
貫
の
幅
の
方
が
広
く
な
っ
て
し
ま
い
、
足
固
貫
を
通
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
五
平
柱
は
、
正
角
の
柱
よ
り
も
低
級
な
柱
な
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
屋
根
の
頂
部
を
瓦
木
の
み
と
し（

（2
（

、
棟
木
や
桁
等
に
反
り

が
な
い
こ
と
も
略
式
と
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
形
式
や
細
部
意
匠
を
見
る
と
、
今
社
拝
殿
の
格
式

は
低
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
今
社
拝
殿
の
格
式
で
あ
り
、
今
社
の
小

社
と
し
て
の
格
式
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
小
社
の
中
で
拝
殿
を
設
け

た
の
は
こ
の
今
社
の
み
で
あ
り
、
同
時
に
鳥
居
二
基
と
釘
貫
三
十
丈
ま

で
も
備
え
て
い
た
。
仁
治
度
に
お
い
て
重
要
な
小
社
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。

四　

む
す
び

　

復
元
の
結
果
、
今
社
拝
殿
は
、
仁
治
度
付
属
社
殿
の
基
本
的
な
構
造

を
有
す
る
も
の
の
、
随
所
に
簡
略
化
さ
れ
た
意
匠
が
見
ら
れ
、
格
式
の

低
い
社
殿
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。同
じ
く
仁
治
度
社
殿
の
う
ち
、

格
式
の
低
い
社
殿
と
し
て
は
朝
座
侍
屋（

（2
（

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
檜
皮
葺
と

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
細
い
五
寸
の
柱
と
す
る
こ
と
、
長
押
の
下
の
柱
貫

を
省
略
す
る
こ
と
な
ど
、
今
社
拝
殿
と
は
異
な
る
特
色
を
有
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
殿
の
格
式
や
立
地
に
合
わ
せ
た
形
式
や
意
匠
を
選
択
し
、

設
計
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
復
元
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
板
葺
で
大
棟
を
瓦
木
と
す
る
建
築
は
、
現
存
遺
構
に
類
例
は

を
載
せ
、
垂
木
裏
板
を
張
る
。
野
屋
根
は
な
く
、
垂
木
裏
板
上
に
直
接

板
を
葺
く
。
大
棟
は
、
瓦
木
の
み
と
す
る
。
ま
た
、
柱
間
に
は
一
切
の

壁
及
び
建
具
を
設
け
ず
、
開
放
と
す
る
。

三　

仁
治
度
今
社
拝
殿
の
特
色

　

仁
治
度
今
社
拝
殿
の
基
本
的
な
構
造
、
す
な
わ
ち
、
組
物
を
舟
肘
木

と
す
る
こ
と
、
陸
梁
と
し
、
豕
扠
首
で
化
粧
棟
木
を
受
け
る
こ
と
、
化

粧
屋
根
裏
と
す
る
こ
と
な
ど
は
、
復
元
さ
れ
る
他
の
仁
治
度
付
属
社
殿

と
共
通
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
仁
治
度
今
社
拝
殿
に
お
い
て
、
随
所
に
格
式
の
低
い
意

匠
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

ま
ず
、
屋
根
を
板
葺
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
と

し
て
よ
い
。
仁
治
度
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
の
社
殿
で
は
屋
根
を
檜
皮
葺

と
す
る
。
板
葺
ま
た
は
板
葺
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
社
殿
は
、
今
社
拝

殿
以
外
に
、
竈
殿
と
御
倉
を
挙
げ
る
の
み（

（2
（

で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
付
属
社

殿
の
中
で
、
格
式
の
低
い
社
殿
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
茅
負
を
木
舞
で
代
用
し
、
野
屋
根
が
全
く
な
い
な
ど

の
通
常
の
社
殿
と
は
異
な
る
特
徴
も
、
板
葺
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
柱
を
五
平
と
す
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
と
し
て
よ
い
。
五

平
柱
は
、
仁
治
度
付
属
社
殿
に
お
い
て
唯
一
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
薬

医
門
等
の
格
式
が
低
い
門
や
板
倉
を
除
け
ば
、
一
般
的
な
社
寺
建
築
に

お
い
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
五
平
柱
と
し
た
結
果
、
柱
の
幅
よ
り
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（
7
）		

「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
は
今
社
拝
殿
に
続
き
、「
同
（
今
社
）
鳥
居

二
基
」、「
同
（
今
社
）
釘
貫
三
十
丈
分
」
の
材
木
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
8
）		

用
材
寸
法
か
ら
部
材
寸
法
を
算
定
す
る
復
元
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
仁
治
度
厳
島
神
社
楽
屋
の
復
元
的
研
究
」（『
建
築
史
学
』

第
五
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
9
）		

便
宜
上
、
こ
こ
で
は
継
手
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
10
）		

後
述
す
る
よ
う
に
、
螻
羽
の
出
は
四
尺
で
あ
る
の
で
、
側
柱
真
か
ら

破
風
板
（
厚
二
寸
と
す
る
）
の
内
面
ま
で
は
三
尺
九
寸
と
な
る
。
ま
た
、

破
風
板
外
面
か
ら
瓦
木
先
端
ま
で
は
、
仁
治
度
楽
屋
と
同
じ
く
二
尺
三

寸
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
瓦
木
全
長
四
丈
三
尺
四
寸
よ
り
、

そ
れ
ら
を
差
し
引
く
と
桁
行
柱
間
全
長
は
三
丈
六
寸
と
算
定
さ
れ
る
。

　
（
11
）		

化
粧
垂
木
の
勾
配
は
、
仁
治
度
楽
屋
と
同
様
に
四
寸
二
分
と
す
る
。

計
上
さ
れ
た
「
母
屋
垂
木
」
が
「
長
八
尺
」
で
あ
る
の
で
、
そ
の
垂
木

の
水
平
投
影
長
さ
は
七
尺
三
寸
七
分
五
厘
と
算
定
さ
れ
、
端
数
を
調
整

す
る
と
、
七
尺
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
舎
梁
間
と
し
て
は
一
丈

四
尺
と
な
る
。

　
（
12
）		

詳
し
く
は
註
8
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
13
）		

床
高
（
一
尺
五
寸
）
に
、
内
法
高
（
六
尺
）、
無
目
鴨
居
の
成
（
三

寸
五
分
）、
内
法
長
押
の
成
（
四
寸
五
分
）、
内
法
長
押
・
軒
桁
間
の
内

法
（
一
尺
）
を
加
え
、
舟
肘
木
の
成
（
四
寸
五
分
）
を
引
い
た
値
。

　
（
14
）		

柱
上
部
に
、
舟
肘
木
の
成
と
同
じ
四
寸
五
分
の
枘
が
作
り
出
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
（
15
）		

庇
柱
と
同
様
に
、
柱
上
部
に
四
寸
五
分
の
枘
が
作
り
出
さ
れ
る
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。

　
（
16
）		
「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
挙
げ
ら
れ
た
多
く
の
陸
上
社
殿
に
お
い
て
、

「
長
一
丈
二
尺
」
の
柱
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
（
17
）		

柱
幅
の
半
分
程
度
ま
で
大
入
れ
と
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
（
18
）		

鎌
倉
時
代
の
建
築
に
お
い
て
、
角
柱
で
舟
肘
木
と
し
、
そ
の
い
ず
れ

な
い
も
の
の
、
中
世
の
絵
巻
物（
（2
（

に
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
寸
法
も
含
め
て
復
元
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実

在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
で
き
た
。
加
え
て
、
神
社
の
付
属
社
殿
に
五

平
柱
を
使
う
こ
と
は
、
本
稿
に
お
い
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
格
式
の
低
い
社
殿
の
新
た
な
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
仁

治
度
今
社
拝
殿
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
神
社

の
付
属
社
殿
の
中
で
も
、特
に
格
式
が
低
い
類
例
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、

鎌
倉
時
代
前
期
の
現
存
遺
構
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ

う
。

註（
1
）		

史
料
通
信
叢
誌
第
壱
編
厳
島
誌
所
収
文
書
一
（『
広
島
県
史
』
古
代

中
世
資
料
編
Ⅲ
、
一
九
七
八
年
、
所
収
）

　
（
2
）		

仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
の
「
伊
都
岐
島
社
神
官
等
申
状
案
」（
新

出
厳
島
文
書
一
〇
三
、『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅲ
、
一
九
七
八

年
、
所
収
）
に
よ
る
。

　
（
3
）		

新
出
厳
島
文
書
一
二
三
（『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅲ
、

一
九
七
八
年
、
所
収
）

　
（
4
）		

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
の
「
伊
都
岐
島
社
千
僧
供
養
日
記
」（
浅

野
忠
允
氏
旧
蔵
厳
島
文
書
二
（『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅲ
、

一
九
七
八
年
、
所
収
）
に
「
比
叡
御
社
」
と
あ
る
の
が
山
王
社
の
史
料

上
の
初
見
で
あ
る
。

　
（
5
）		

今
社
を
含
む
厳
島
神
社
の
小
社
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
伊
都
岐
島

社
神
主
佐
伯
景
弘
解
』
に
見
え
る
『
大
伴
社
』
に
つ
い
て
」（『
内
海
文

化
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
6
）		

詳
し
く
は
註
5
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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檜
皮
葺
で
大
棟
を
瓦
木
・
丸
木
と
す
る
も
の
、
檜
皮
葺
で
瓦
木
の
み
と

す
る
も
の
、
板
葺
で
瓦
木
の
み
と
す
る
も
の
と
な
る
。

　
（
28
）		

仁
治
度
朝
座
侍
屋
の
復
元
考
察
に
つ
い
て
は
註
22
論
文
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　
（
29
）		

『
一
遍
上
人
絵
伝
』
や
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
な
ど
多
数
。

本
稿
は
、
学
位
論
文
『
中
世
厳
島
神
社
社
殿
の
研
究
』
の
一
部
を
加
筆
修
正

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
）

に
も
大
面
取
を
施
す
場
合
、
舟
肘
木
上
の
桁
や
梁
に
も
大
面
取
を
施
す

こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
、
舟
肘
木
の
幅
が
そ
の
上
に
載
る
桁
の
幅
よ
り

も
太
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
今
社
拝
殿
に
お
い
て
は
、

「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
計
上
さ
れ
た
舟
肘
木
の
幅
と
桁
の
幅
が
全
く

同
じ
で
あ
り
、
舟
肘
木
に
桁
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
桁
や
梁

等
に
も
大
面
取
が
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
が
、
そ
の
形

式
が
不
確
定
で
あ
る
た
め
、
本
復
元
図
に
お
い
て
桁
や
梁
に
面
取
を
施

さ
な
か
っ
た
。

　
（
19
）		

長
押
は
通
例
ど
お
り
柱
真
で
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

　
（
20
）		

な
お
、
遺
漏
の
可
能
性
も
あ
る

　
（
21
）		

「
暦
仁
材
木
注
進
状
」
に
お
い
て
、
破
風
を
示
す
語
と
し
て
「
破
風
」

と
「
破
風
開
板
」
が
あ
る
。

　
（
22
）		

拙
稿
「
厳
島
神
社
廃
絶
社
殿
の
復
元
的
研
究
―
仁
治
度
再
建
社
殿
に

つ
い
て
―
」（
三
浦
正
幸
と
の
共
著
、『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』第
三
四
号
、

二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
23
）		

仁
治
度
廻
廊
の
復
元
考
察
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
仁
治
度
厳
島
神
社

廻
廊
の
復
元
的
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第

一
四
八
集
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
24
）		

仁
治
度
粥
座
屋
の
復
元
考
察
に
つ
い
て
は
、
註
22
論
文
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　
（
25
）		

構
造
的
に
根
太
の
本
数
が
多
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
計
上
さ
れ
た

員
数
に
従
う
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
柱
の
太
さ
に
対
し
て
大
引
も
根
太

も
や
や
太
い
。「
足
固
下
料
」
と
「
料
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
あ
る
程
度
の
加
工
を
要
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
（
26
）		

な
お
、
仁
安
度
に
お
い
て
板
葺
と
す
る
社
殿
は
、
三
十
七
棟
中
、
膳

所
屋
一
棟
の
み
で
あ
る
。

　
（
27
）		

厳
島
神
社
の
仁
治
度
付
属
社
殿
の
場
合
、
屋
根
葺
及
び
大
棟
の
形
式

を
格
式
の
高
い
順
に
挙
げ
る
と
、
檜
皮
葺
で
大
棟
を
瓦
棟
と
す
る
も
の
、


